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k 2 4 迭 問      
Xk 釘5.1 釘紕5.3 釘纈 釘縒     
yk 塔277 塔b75 涛R 塔"    
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Xk 0 AB  ⊔       
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電話 (1 日) I 0分 1--0 分 30 分以下それ以上
メール (1 日) I 0通 1--5 通 10 通以下 20 通以下
それ以上
メッセンジャー|普段全く使わない 1-----2 回 3-----4 回






をそれぞれ X ，Y とし，メッセンジャーの使用頻度を表
す被説明変量を Z とする.さらに，性別・学部を表す説
明変量を追加してそれぞれ U，V とする.
すなわち，変量 Z を変量 X ，Y，U，V によって統計的




本数 η は 270 に減少している O また，性別不明の 2 名は
過半数を占める男性に含めることにした.
X α 電話 (1 日) 人数
X 1 α1 使わない 2 
X 2 α2 0 分 51 
X3 α3 1-10 分 142 
X 4 α4 11-----30 分 42 




Y b メール (1 日) 人数 l
Y 1 b1 0 通 14 I 
Y2 b2 1-----5 通 90 
Y3 b3 6-----10 通 85 
九 b4 11-----20 通 52 
九 bs それ以上 29 
U p 性別 人数
U 1 Pl 男 198 
U 2 P2 女 72 
V q 学部 人数
V1 ql 経営 84 
も q2 ネットワーク情報 186 





場合 (0 で示す)に頻度 1，以下順に，頻度 2，3， 4， 5 と
定め，それらを量として扱うことにした.
人数の分布は次のようになり，変量 Z の平均と標準偏
差は m z = 1. 47 ， Sz = 1. 650 となる.









No X Y U V Z 
1 2 2 1 2 5 
2 1 2 2 1 1 
3 1 1 2 1 。
4 3 4 1 2 4 
5 3 5 2 2 1 




めに，電話 (X) ，メール (Y) ，メッセンジャー (Z) の 3
変量だけで、分析を行っていた.そのとき得られた結果は，
重相関係数が






X ，Y の 2 変量では説明力が弱かったため，性別 (U) と






α1α2α3α4α5 ﾆ#&#6#F#RPIP2 ﾇ"C        
20000 20 "2 51 迭         
051000 #ピ3"3813 33都2      
0014200 SS3#澱11032 鼎142 R           
000420 s#C3210 C#42 都R       
000033 33c1617 cr33            
011300 C122 鼎14 2           
1285173 7416 #c90 SB          
07531213 ゴ6124 ゴr85 3"         
0329146 S#2923 3"52 田r         
126911 #227 29 2           
2381103216 #sCc#"1980 田33R198 3         
013321017 c#C#3r072 S72 田        
013411416 鼎###6321 塔C84 r         
2381012817 cゴs3#13551 ッ186 c"         

























































































rz,xyuv - J1 -1/1.323-0.494･･･
偏相関行列Pは次のようになり, 5行目に偏相関係数








変量 ｨｭb偏相関 ﾈ985r順位       
X(電話) sR0.110 經4       
y(メール) #0.147 縱C3        
U(性別) 迭0.234 縱2       
V(学部) 紊#"0.441 經#21     
4.3　結果の考察
カテゴリー値に関して　変量　Xのカテゴリー値
α1,-,α5を見ると興味深いことがわかる.電話をまっ
たく使わない人と最も使う人のカテゴリー値が大きく,
電話を使う頻度が中程度の人のカテゴリー値は小さい.
これより,電話を使わない人はメッセンジャーを電話代
わりに使用し,電話を頻繁に使う人はコミュニケーショ
ン活動が活発でメッセンジャーも使うと考られる.
変量Yのカテゴリー値bl,･･･,b5を見ると変量Xと
逆の傾向になっている.すなわち,メールを使わない人
と,メールをとてもよく使う人のカテゴリー値が小さく,
メールを使う頻度が中程度の人のカテゴリー値が相対的
に大きい.これより,メールをとてもよく使う人はメッ
センジャーを使うことが少なく,メールを使わない人は
コミュニケーション活動が不活発なのでメッセンジャー
も使わないと考えられる.
XとYで逆の傾向があることには注目したい.
次に変量UとVのカテゴリー値から,性別では男の方
が,学部ではネットワーク情報学部の方がメッセンジャー
の使用頻度が高いということがわかる.
4種類の変量の中では,カテゴリー値のレンジ(最大
と最小の差)が最も大きいのが学部であり,ネットワー
ク情報学部の特徴が現れていると見ることができる.
相関係数について　メッセンジャーの使用度Zに対す
る説明力を比較するのに,単相関係数･偏相関係数･レ
ンジの3つの指標を考えることができるが,いずれも大
きい順に,学部V,性別U,メールの使用度Y,電話の
使用度Xであった.すなわち,学部の違いが最も決定力
が強いことになり,直感が裏付けられたと言えよう.
しかし,偏相関係数は最大値でも0.44とあまり大きく
なく,この解析結果にそれほど説得力がないことを意味
している.また,重相関係数は0.5に近いが,相関が強
いといえるほどの値ではない.このことは,変数Zの変
動の説明に変量X,Y,U,Vだけでは十分でないことを意
味している.分析方法の最大の問題は, 4. 1節の最後に述
べたように,変量Zの窓意的な"数量化"である.
今回の解析結果は華々しい成果こそなかったが,方法
論の紹介には十分な役割を果たしたと言えよう.
あとがき
今まで高度な分析はやったことがなく,数学が苦手だっ
たこともあり勉強にはとても時間がかかっていた.理解
もしなければならないし,報告会のために分析に取り掛
からなければならないし,と板ばさみになりつつ,多く
の人の協力で何とかここまでやってこれた.この分析を
行ったことで,カテゴリカルな要素でもきちんと計算す
ることで分析や予測が可能となっていく過程が大変面白
く感じ,数学にも面白味を感じるようになれた.夜遅く
まで計算し相談しあった経験は,大学生活の中でも屈指
の思い出になるであろう. (永添)
3年次のプロジェクトの授業でアンケート調査を行い,
はじめて数量化という分析方法を知ることができた.ア
ンケートの集計を行うだけでも大変な作業だったが,そ
こから数量化Ⅰ類の分析をしていく過程で,計算が合わ
なかったり思わしい結果が出なかったりなど苦労の連続
だった.しかし,苦労をしながらもこの分析を続けてい
くうちに,数量化についてさまざまな知識を得ることが
できた.このことは,楽しくもありとても有益なものだっ
た.今回行った数量化という手法は色々なことに使える
と思うので,この経験を生かしていきたい. (村上)
この手法は統計数理研究所の所長であった林知己夫先
生によって開発されたものである.昭和40年頃にこの手
法が朝日新聞社の広告注目率調査に応用されたとき,堤
合型プログラムを作成することで協力した経験がある(学
部3-4年生のとき).その後,本学に赴任して,入試採
点における選択科目の得点補正にこの手法を採用し,不
公平是正に貢献できたことは幸いであった.このたび久
しぶりにこの手法と再会し,学生諸君に手ほどきす
ることができて楽しかった.(佐藤)
末筆ながら,アンケート調査のために授業時間を割い
ていただいた高柳美香,石鎚英也両先生に感謝する.
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